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支援機器 MIME robotic device 
分類(ISO9999) 4 
試験相 3 
研究仮説（目的） 
の概要 

脳卒中亜急性期患者に対するロボット治療は従来の治療よりも効果的である。MIME のモード
で治療効果に違いがある 

研究デザイン 群間比較（ランダム化） 
障害・疾患 片麻痺 
対象者・数 障碍者 30 人 
主要アウトカム FMA 
副次アウトカム 1 MAS 
副次アウトカム 2 FIM 
副次アウトカム 3 Motor power examination 
副次アウトカム 4 Motor status ｓcore 
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 近位 FMA は MIME 介入により効果的だったが、それ以外の項目では有意差なし 
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